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最
近
に
お
け
る
我
国
の
上
代
文
学
へ
の
中
国
文
学
の
影
響
に
関
す
る
調
査
は

ま
す
ま
す
精
密
の
度
を
深
め
て
来
て
ゐ
、
や
が
て
そ
れ
ら
の
事
柄
か
ら
上
代
知

識
人
た
ち
の
精
神
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
一
つ
の
て
だ
て
を
得
る
こ
と
が
出
来

る
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
研
究
が
漢
籍
の
知
識
に
集
中
し
て
ゐ
る
傾

向
が
あ
り
、
た
め
に
当
時
の
俗
語
小
説
類
・
話
し
言
葉
か
ら
受
け
た
で
あ
ら
う

こ
と
ど
も
に
就
い
て
も
な
ほ
同
様
の
注
目
を
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
云
は
れ

て来た。

１

既
に
神
田
喜
一
郎
博
士
や
小
島
憲
之
博
士
ら
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
点
も
次
第

に
拓
か
れ
、
そ
の
様
相
を
明
確
に
示
し
始
め
て
来
て
ゐ
る
と
い
ふ
段
階
で
あ

る
。
そ
し
て
両
者
の
研
究
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
の
で
な
け
れ

ば
、
か
う
し
た
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
正
当
な
判
断
に
到
達
す
る
こ

と
は
困
難
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
る
。

諸
先
学
の
駿
尾
に
付
し
て
、
私
も
一
二
さ
う
し
た
事
柄
を
取
り
上
げ
て
み
た

いと思ふ。

３

以
前
に
吉
川
幸
次
郎
博
士
は
「
中
国
語
に
於
け
る
否
定
の
強
調
］
の
中
で
、

上
代
に
お
け
る
否
定
表
記
の
一
特
質現

代
中
国
語
の
語
法
の
一
つ
に
「
不
言
）
」
と
か
「
没
舎
忌
目
）
」
と
か
を

使
っ
て
簡
単
に
打
消
す
ほ
か
に
、
「
す
べ
て
」
と
い
ふ
観
念
を
表
す
言
葉
’

た
と
へ
ぱ
全
（
呂
営
）
・
並
（
亘
侭
）
ｌ
を
「
不
」
「
没
」
の
上
に
添
へ
て
、

全
面
的
に
否
定
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
用
法
を
時
代
的
に
測
ら
せ
て

行
く
と
古
く
六
朝
人
の
書
い
た
も
の
に
見
出
さ
れ
、
殊
に
多
い
用
例
は
「
都
不

（
合
口
亨
）
」
・
「
都
無
（
合
口
言
と
」
で
あ
っ
て
、
中
で
も
「
世
説
」
に

顕
著
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。

知
ら
れ
る
如
く
「
世
説
」
は
、
六
朝
期
の
宋
の
臨
川
王
劉
義
慶
（
崖
口
き
い
Ｉ

食
む
に
よ
り
著
は
さ
れ
た
も
の
で
、
の
ち
梁
の
劉
孝
標
が
注
を
加
え
た
。
伝
へ

ら
れ
る
所
で
は
十
巻
と
い
は
れ
る
が
、
今
日
残
っ
て
ゐ
る
も
の
は
「
世
説
新
語
」

三
巻
で
あ
る
。
そ
の
改
編
・
改
名
の
経
過
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
明
白
で
は
な

い
。
「
世
説
」
は
六
朝
時
代
に
お
け
る
逸
話
集
の
白
眉
と
さ
れ
、
竹
林
七
賢
や

東
晋
の
貴
顕
紳
士
た
ち
の
言
行
が
簡
潔
な
文
章
の
う
ち
に
活
写
さ
れ
て
ゐ
、
後

世
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
ゐ
る
理
由
も
首
肯
で
き
る
。
か
う
し
た
「
世
説
」

の
我
国
へ
の
渡
来
が
い
つ
頃
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
時
日
は
詳
か
に
し
な
い
。

時
代
は
梢
下
る
が
例
の
藤
原
佐
世
の
「
日
本
国
現
在
書
目
録
」
中
の
「
舟
二
小

説家」に「世説十鐸嘘釧蓉銅璋慶，一と見え、その上限は不明としても

ま
づ
奈
良
時
代
に
舶
載
せ
ら
れ
以
後
江
戸
時
代
に
至
る
歴
史
を
持
っ
て
お
り
、

山

崎

正

之



そ
の
間
か
な
り
の
様
々
の
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
思
は
れ
る
。

こ
の
「
世
説
」
に
お
い
て
定
着
を
み
た
否
定
強
調
の
語
法
は
、
同
じ
く
吉
川

博
土
の
御
指
摘
に
よ
れ
ば
「
後
漢
時
代
に
は
、
専
ら
口
語
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ

た
も
の
が
、
魏
晋
時
代
の
口
語
愛
好
の
風
潮
と
共
に
、
急
に
文
章
の
表
に
躍
り

４

出
た
」
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
文
章
語
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な
助
字
の
出

現
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一一

質
上
に
見
て
来
た
如
く
、
こ
の
種
の
否
定
表
記
に
お
け
る
最
も
頻
度
数
の
高
い

蒋使用例は「都不」「都無」といふことであるが、我国の上代作品中

細で所謂「記紀万葉」と呼ぶ代表的著作の何れにも見出すことの出来

表
る
の
は
、
「
都
不
」
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
「
古
事
記
」
に
あ
っ
て
は
上

砿巻にいかつ

る都不得一魚（都て一つの魚も得たまはずⅡ古事記大成本文篇訓）

ず籾また同じく中巻応神天皇記に
か
つ

敞劃桐知執揖而立船（都て栂を執りて船に立ちませるを知らずて）

上
の
二
例
を
見
、
「
日
本
書
紀
」
で
は
皇
極
紀
三
年
三
月
（
巻
二
十
四
）
条
に
、

か
つ

明日往暴剰在焉舜箙往きて見るに都てなし当蝿泌と見え、「万

葉
集
」
で
は
六
七
五
（
巻
四
）
に
、

娘
子
部
四
咲
沢
二
生
流
花
勝
見
都
毛
不
知
恋
裳
措
可
聞
（
を
み
な
へ

し
さ
き
さ
は
に
お
ふ
る
は
な
か
つ
み
か
つ
て
も
し
ら
ぬ
こ
ひ
も
す
る
か
も
）

と
あ
り
、
こ
の
「
都
」
と
「
不
」
と
の
間
に
「
毛
」
を
挿
入
し
て
ゐ
る
表
記
は
、

他
に
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
同
じ
く
三
三
○
八
（
巻
十
三
）
に
、

妬
天
地
之
神
尾
母
吾
者
祷
而
寸
恋
云
物
者
都
不
止
来

（あめつちのかみをもあれはいのりてきこひといふものはかってやまずけり）

と
あ
る
。
こ
の
最
終
句
に
含
ま
れ
た
「
都
不
」
の
訓
は
、
上
記
の
も
の
以
外
に

、

、

「
き
ね
や
ま
ず
け
り
」
と
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
て
決
定
を
み
な
い
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
機
会
が
あ
る
。

な
ほ
「
記
紀
万
葉
」
以
外
に
管
見
に
入
っ
た
も
の
と
し
て
は
「
寧
楽
遺
文
」

所
収
の
「
人
営
啓
状
」
（
三
例
）
・
「
日
本
霊
異
記
中
巻
第
廿
四
話
」
（
一
例
）

がある。
次
に
「
都
無
」
の
場
合
は
「
古
事
記
」
「
万
葉
集
」
に
見
え
ず
「
日
本
書
紀
」

に
多
く
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
神
代
紀
上
（
巻
一
）
に

ふ
つ

都無所見（都に見ゅる所なし）

武
烈
紀
前
紀
十
一
年
八
月
（
巻
十
六
）
条
に

す
べ
や
つ
こ
の
わ
き
ま
へ

都
無
臣
節
（
都
て
臣
節
な
か
り
き
）

欽
明
紀
五
年
三
月
（
巻
十
九
）
条
に
二
例
、

か
つ

都無怖畏（都ておそるるところなし）

かつ

都無所樟（都ておそるるところなし）

孝
徳
紀
大
化
元
年
（
巻
二
十
五
）
条
に
、

す

都無正語正見（都べて正しく語り正しく見るところなくして）

等
で
あ
る
が
、
「
都
無
」
の
用
例
の
特
色
は
「
風
土
記
」
の
中
に
見
る
こ
と
の

出
来
る
点
で
あ
る
。
「
常
陸
風
土
記
」
香
島
郡
条
に
、

１
１
か
つ
み
も
ひ

時都無水（都て水なかりき）

「
出
雲
風
土
記
」
神
戸
里
条
に
、

’

す

都無茎（都べて茎なし）

の
二
例
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
「
寧
楽
遺
文
」
中
の
「
写
経
所
公
文
」
「
東
大

寺
奴
脾
帳
」
各
一
例
、
「
日
本
霊
異
記
下
巻
第
十
話
・
第
廿
四
話
・
第
舟
九

話
」
三
例
等
を
あ
は
せ
考
へ
る
と
、
や
は
り
「
都
不
」
と
同
様
か
な
り
一
般
化

し
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。
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同
じ
否
定
強
調
で
も
「
都
不
」
「
都
無
」
ほ
ど
に
「
世
説
」
の
中
で
顕
著
で

あ
る
と
は
い
へ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
曽
不
」
「
曽
無
」
と
い
ふ
使
ひ
方

に
注
目
し
た
い
。
「
曽
」
は
本
来
「
-
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
ふ
意
味
内
容

を
持
っ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
「
不
」
や
「
無
」
と
結
び
つ
い
た
場
合
に
は
「
都
」

の
そ
れ
と
等
し
く
、
意
味
を
強
め
る
も
の
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
多

い
と
考
へ
る
。
中
国
語
に
あ
っ
て
は
両
者
の
相
違
を
発
音
に
よ
り
区
別
を
つ
け

質
て
ゐ
る
と
い
ふ
・
即
ち
「
以
前
に
」
と
い
ふ
意
味
の
時
は
ｏ
ｇ
ｍ
と
発
音
し
、

粥「結句、たぅとう」といふ「乃（忌一）」「寛（言、）」と同じ意味

の
の
時
は
詠
畠
と
発
音
し
て
ゐ
る
ｌ
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
や
ぅ

諭であるが、一応のさうした使ひ分けはあるといへる。

碇所でこの「曽不」について吉川博士は、意味を強める場合の「曽」

る
を
添
へ
た
言
ひ
方
は
「
詩
に
見
え
る
パ
ー
セ
ン
テ
ィ
ジ
が
最
も
多
い
」
と
指
摘

す

５

がされた。それの直接の影響と断定することは問題であらうが、「万

敞葉集」中に三例を数へるのはさぅした傾向の存在をみる思ひがする

上
の
で
あ
る
。

即
ち
一
○
六
九
（
巻
七
）
に
、

常
者
曽
不
念
物
乎
此
月
之
過
匿
巻
惜
夕
香
裳

か
く

よ
ひ

（
帯
は
か
っ
て
念
は
い
も
の
を
こ
の
月
の
過
ぎ
匿
れ
ま
く
惜
し
き
夕
か
も
）

ま
た
一
九
四
六
（
巻
十
）
に
、

木
高
者
曽
木
不
殖
雷
公
鳥
来
鳴
令
響
而
恋
令
益

（木高くはかって木植ゑじ窪公鳥来鳴きとよめて恋ひまさらしむ）

こ
の
「
曽
木
不
殖
」
と
い
ふ
表
記
は
い
か
に
も
日
本
人
の
漢
文
ら
し
く
間
の
び

し
た
印
象
を
与
へ
る
。
ま
た
三
○
八
○
（
巻
十
二
）
に
、

海
若
之
奥
爾
生
有
繩
乗
乃
名
者
笥
羽
笥
恋
者
雄
死

（
わ
た
つ
み
の
沖
に
生
ひ
た
る
繩
苔
の
名
は
か
っ
て
告
ら
じ
恋
ひ
は
死
ぬ
と
も
）

と
あ
る
。
散
文
で
は
「
日
本
書
紀
」
に
四
例
ほ
ど
見
る
。
そ
の
中
の
三
例
は
何

れ
も
共
通
し
た
も
の
を
持
っ
て
居
り
、
あ
る
ひ
は
一
種
の
成
句
的
な
ケ
ー
ス
と

し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
ら
う
か
。
即
ち
神
武
紀
前
紀
三
年
夏
四
月
（
巻
三
）

条に、曽
不
血
刃
虜
必
自
敗
突

か

つ

あ

だ

（
曾
て
双
血
ぬ
ら
ず
し
て
虜
必
ず
自
ら
敗
れ
な
む
）

ま
た
景
行
紀
十
二
年
十
二
月
（
巻
七
）
条
に
、

曽
不
血
刃
賊
必
自
敗

か

つ

あ

だ

（
曾
て
五
を
血
ぬ
ら
ず
し
て
虜
必
ず
自
ら
敗
れ
な
む
）

ま
た
仲
哀
紀
八
年
秋
九
月
（
巻
八
）
条
に
、

曽
不
血
刃
其
国
必
自
服
英

（曾て双に血ぬらずしてかの国必ず自らまつろひなむ）

の
如
く
で
あ
る
。
残
る
一
例
は
顕
宗
紀
元
年
秋
八
月
（
巻
十
五
）
条
に
、

天
皇
与
億
計
曽
不
蒙
遇
白
髪
天
皇
厚
寵
殊
恩
豈
臨
宝
位

●

●

●

●

●

（
天
皇
と
億
計
と
は
、
い
む
さ
き
に
、
白
髪
の
天
皇
の
厚
き
寵
、
殊
な
る
恩
に
あ
は
ざ
ら
ま
し
か

ば
、
あ
に
宝
位
に
臨
む
べ
し
や
。

と
み
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
築
島
裕
博
士
は
こ
の
「
い
む
さ
き
に
」
と
い
ふ
訓

は
更
に
皇
極
紀
の
一
例
と
あ
は
せ
て
、
「
日
本
書
紀
古
訓
だ
け
に
存
す
る
特
異

６

な
表
現
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
「
か
つ
て
」
と
訓
じ
て
単
に
強

調
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
解
し
た
場
合
と
、
明
ら
か
に
意
味
を
異
に
す
る
意
識

の
働
い
て
ゐ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
い
っ
て
み
れ
ば
中

国
語
に
お
け
る
８
眉
と
制
侭
の
相
違
を
訓
に
よ
り
区
別
し
た
、
と
み
ら

れ
な
く
も
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
ほ
か
「
日
本
霊
異
記
中
巻
第
十
五
話
」
中
に
二
例
を
み
る
。

次
に
「
曽
無
」
は
「
曽
不
」
と
同
様
に
用
例
は
「
日
本
書
紀
」
と
「
万
葉
集
」

と
に
集
中
し
て
ゐ
る
。
即
ち
神
代
紀
上
一
書
第
三
（
巻
一
）
に
、

や

曽無息時（かって息む時なし）

ま
た
神
代
紀
下
（
巻
二
）
に
、

曽無廃絶（かってやむことなし）

ま
た
武
烈
紀
前
紀
十
一
年
十
二
月
（
巻
十
六
）
条
に
、

かつ

曽無与二（曾て二ごころなし）

と
あ
り
、
「
万
葉
集
」
で
は
歌
の
本
文
中
に
み
え
る
も
の
と
し
て
は
三
八
一
○

（巻十六）に、

味
飯
乎
水
爾
醸
成
吾
待
之
代
者
曽
無
直
爾
之
不
有
者

か
ひ

う
ま
い
ひ
を
水
に
か
み
な
し
わ
が
待
ち
し
代
は
か
つ
て
な
し
た
だ
に
し
あ
ら
れ
ば

と
い
ふ
一
例
の
み
で
、
後
は
散
文
部
分
で
あ
る
。
山
上
憶
良
の
「
沈
洞
自
哀

文」（巻五）に、

な

笥詞頬作悪之心（かって悪を作す心なし）

い

曽無減差（かって減差ゅることなし）

と
あ
る
が
、
億
良
の
文
章
に
お
け
る
引
用
漢
籍
の
類
は
「
六
朝
か
ら
唐
代
に
か

け
て
中
国
の
読
書
人
階
級
と
言
ふ
よ
り
も
そ
れ
以
下
の
階
級
に
行
は
れ
た
極
く

７

通
俗
な
書
物
」
と
い
は
れ
、
従
っ
て
こ
の
「
沈
絢
自
哀
文
」
は
「
当
時
の
俗
文
」

と
い
ふ
神
田
博
士
の
御
指
摘
の
方
向
か
ら
「
曽
無
」
使
用
の
あ
り
や
ぅ
を
知
る

こ
と
が
出
来
さ
う
で
あ
る
。
三
八
五
七
（
巻
十
六
）
の
左
注
に
、

覚
語
探
抱
曽
無
触
手

（おどろきて探り抱くに、がって手に触るることなし）

ま
た
四
二
三
・
三
三
の
大
伴
池
主
「
更
来
贈
歌
二
首
」
の
詞
書
に
、

乗
月
俳
梱
曽
無
所
為

（月に乗じて俳掴し、かつてなす所なし）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
外
に
は
「
寧
楽
遺
文
」
所
収
の
「
唐
大
和
上
東
征
伝
」
中

に一例をみる。

こ
こ
で
少
し
考
へ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
都
不
」
「
曽
不
」

「
曽
無
」
の
「
万
葉
集
」
の
歌
の
表
記
に
用
ゐ
ら
れ
た
時
、
「
か
っ
て
」
と
訓

じ
て
は
字
余
り
に
な
る
の
で
「
き
ね
」
と
読
ん
で
歌
の
調
べ
を
と
と
の
へ
た
い
、

と
す
る
見
解
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
三
三
○
八
・
一
○
六
九
・
三
○
八
○
・
三

八
一
○
等
が
そ
れ
ら
に
当
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
き
ね
」
と
い
ふ
言
葉
が
必
ず

い
つ
も
否
定
形
を
伴
ふ
こ
と
、
そ
の
意
味
も
強
調
の
そ
れ
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
佐
竹
昭
広
氏
は
そ
の
共
通
性
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
「
き

ね
１
打
消
」
の
型
を
み
る
の
は
歌
の
本
文
中
だ
け
で
あ
り
、
「
都
不
」
冒

不
」
「
曽
無
」
は
散
文
に
も
多
く
見
出
す
こ
と
を
思
ふ
と
、
両
者
を
全
く
同
一
の

も
の
と
す
る
の
に
は
問
題
が
残
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

四

以
上
の
事
柄
か
ら
帰
納
で
き
る
特
色
の
一
つ
に
「
日
本
書
紀
」
の
持
つ
綜
合

性
と
い
っ
た
面
が
濃
い
、
と
い
ふ
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
都
不
」

「
都
無
」
「
曽
不
」
「
曽
無
」
の
何
れ
を
も
含
み
ゐ
る
点
で
他
の
作
品
と
の
差

を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
そ
れ
ら
の
方
向
に
拍
車
を

か
け
る
も
の
と
し
て
他
に
用
例
を
み
な
い
「
並
不
」
「
全
不
」
の
存
在
が
あ
る
。

初
め
に
記
し
た
や
う
に
こ
の
「
並
」
「
全
」
を
附
し
た
否
定
強
調
は
今
日
の
口

語
に
お
い
て
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
．
当
時
に
あ
っ
て
は
最
も
新
し
い
型

と
言
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

天
武
紀
上
巻
元
年
秋
七
月
二
十
三
日
（
巻
二
十
八
）
条
に
、
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近
江
軍
当
諸
道
而
多
至
即
並
不
能
相
戦
以
解
退

近江の軍、諸の道に当りて多く至る。並にあひ戦ふことあたはざるをも島て解き退きま

と
い
ふ
一
例
を
み
る
だ
け
で
あ
る
が
、
「
並
不
」
は
「
世
説
新
語
」
に
お
い
て

も
二
例
し
か
な
く
「
全
不
」
と
共
に
「
日
本
書
紀
」
の
表
記
の
新
し
さ
を
証
す

る
も
の
と
思
は
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
全
不
」
は
「
世
説
新
語
」
に
も
そ
の
例
を
み
な
い
も
の
で
あ

ブ（》Ｏ皇
極
紀
二
年
秋
七
月
（
巻
二
十
四
）
条
に
、

ま

へ

つ

ぎ

み

も

ば

ら

送群卿物亦全不将来（群卿に送る物は、全まゐこず）

ま
た
孝
徳
紀
大
化
四
年
秋
七
月
（
巻
二
十
五
）
条
に
、

凡
此
五
人
経
六
日
六
夜
而
全
不
食
飯
も
は
ら

（
凡
そ
此
の
五
人
、
六
日
六
夜
を
経
て
、
全
も
の
食
は
ざ
り
き
）

ま
た
斉
明
紀
四
年
十
一
月
（
巻
二
十
六
）
条
に
、Ｄもばら

天与赤兄知吾全不解（天と赤兄と知る、吾全しらず）

の
三
例
は
、
従
っ
て
か
な
り
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

か
う
し
た
事
ど
も
に
関
聯
し
て
思
ひ
あ
は
さ
れ
る
の
は
、
「
日
本
書
紀
」
に

用
ゐ
ら
れ
た
字
音
仮
名
の
き
は
だ
っ
た
特
徴
に
注
目
し
「
推
古
式
」
か
ら
「
古

事
記
・
万
葉
式
」
へ
、
そ
し
て
「
日
本
書
紀
式
」
に
至
る
経
路
を
考
察
、
「
日

本
書
紀
」
で
は
当
時
最
も
新
し
い
北
方
音
が
採
用
せ
ら
れ
た
、
と
い
ふ
大
野
晋

８

氏
の
御
指
摘
で
あ
る
。
す
す
ん
で
氏
は
そ
の
や
う
な
中
国
音
に
忠
実
で
あ
ら
う

と
し
た
態
度
は
在
来
の
日
本
人
の
も
の
で
は
な
く
、
中
国
人
の
力
が
大
き
く
働

い
て
ゐ
た
こ
と
は
十
分
に
推
測
さ
れ
る
と
言
は
れ
た
。
こ
の
面
か
ら
考
へ
る
と

き
、
「
並
不
」
や
ヱ
エ
不
」
の
使
用
も
ま
こ
と
に
当
然
な
も
の
と
み
る
こ
と
が

出
来
る
で
あ
ら
う
。

近
時
「
日
本
書
紀
」
各
巻
の
筆
録
者
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
た

ｌ
こ
れ
ま
で
否
定
強
調
の
代
表
的
な
用
法
を
我
国
上
代
の
主
要
な
作
品
の

中
に
見
て
来
た
。
そ
れ
ら
の
外
に
「
世
説
新
語
」
に
見
え
る
も
の
と
し
て

終
不
（
日
本
書
紀
（
一
例
）
・
日
本
霊
異
記
（
三
例
）
・
懐
風
藻
（
一
例
）

遂
不
（
懐
風
藻
（
二
例
）

猶
不
（
懐
風
藻
（
一
例
）

必
不
（
古
事
記
（
二
例
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

見
て
来
た
と
こ
ろ
は
ま
こ
と
に
微
少
な
一
用
法
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
中
国
と
の
影
響
関
係
の
時
間
的
に
早
い
も
の
の
あ
る
こ
と
を
知

り
得
た
。
こ
の
方
面
の
検
討
の
中
か
ら
新
し
い
視
角
を
見
つ
け
だ
し
た
い
も
の

である。

と
へ
ぱ
上
記
の
極
め
て
新
し
い
と
思
は
れ
る
否
定
強
調
の
用
法
の
見
ら
れ
る
も

の
が
、
比
較
的
後
半
の
巻
々
に
集
ま
っ
て
ゐ
る
の
も
或
る
傾
向
を
示
す
こ
と
に

な
る
の
で
あ
ら
う
か
。

(6)（５）（４）（８）（２） (1)

『
「
万
葉
集
は
支
那
人
が
書
い
た
か
」
読
詔
』
国
語
国
文
昭
和
二
十
七

年
一
月
な
ど
。

「
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
」
上
・
中
巻
（
塙
書
房
）
な
ど
。

「
中
国
散
文
論
」
（
弘
文
堂
）
所
収
。

③に同じ。

③に同じ。

「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
に
つ
き
て
の
研
究
」
（
東
京
大
学
出
版
会
）

第
二
章
第
三
節
。

（四十三頁へつづく）


